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「キャリブレーション」と「幾何演算」便利な使い方 

B12-IP 1502-001-16 

～「キャリブレーション」と「幾何演算」便利な使い方（PV200）～ 
２台のカメラを使用した長さ計測が簡単にできます。 

イメージチェッカを使っての検査では、1つの対象物の検査に、カメラを２台使うことがあ
ります。下図の例1のように「２台のカメラで検出した場所の距離を測りたい」そんなとき
の方法をご紹介します。 

C0の視野 C1の視野 

この２点の距離を測りたい 

【例1】 

幾何演算（２点間距離）を使うと、測りたい２箇所の位置さえわかっていれば簡単に距離を
求めることができます。 
キャリブレーション未設定の場合、幾何演算に引用できるチェッカの検出 
結果は、同一のカメラで検出したチェッカだけですが、キャリブレーションを 
設定する事で、異なるカメラでの検出位置を引用できるようになります。 
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【方法】 
①予め位置関係の分かっている箇所をカメラ毎に２箇所選び、キャリブレーション設定します。 
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「キャリブレーション」と「幾何演算」便利な使い方 

②長さを測定するための検査チェッカを設定します。（例1であればボタンの位置） 
 
 
③２点の距離を測定します。幾何演算の設定（「2点間距離」） 

幾何演算の設定 

カメラ１側 
のチェッカ 

カメラ０側で 
検出するチェッカ  

実行（２点の距離が求まります） 

C0の視野 C1の視野 
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